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１．はじめに

現在の社会は，AI の時代やビッグデータの時代と
言われるような高度情報化社会であり，急速なグロー
バル化がますます進展すると考えられる．そのため，
価値の多様化や価値観の転換に直面せざるを得ない状
況にあり，このような時代を生き抜くグローバル人材
の育成が，社会的に求められている．教育の分野にお
いても，今後，グローバル人材としての教員の育成が
求められると考えられる．グローバル人材としての教
員を育成するためには，海外での教育活動等のグロー
バルな教育経験が重要である．

独立行政法人国際協力機構（JICA）の青年海外協
力隊等によるグローバルな教育経験を通して，現職教
員の国際性や国際理解に関する資質・能力が向上す
ること（佐藤真久，2010，小野由美子他 2 名，2014）
や，教科指導に関する資質・能力が向上すること（赤
井秀行・坂井武司，2018; 石坂広樹・坂井武司他 3 名，
2018）が明らかにされている．また，日本・ドイツ・

タイの教員養成課程の学生・大学院生を対象とした国
際遠隔協同授業・ゼミナールを通して，算数・数学指
導を行う教員に必要な学力や教材研究力が向上するこ
とが明らかにされている（詫摩京未他 6 名，2012; 守
屋誠司他 6 名，2016）．したがって，現職教員を対象
とした研究ではないが，グローバルな教育・研究活動
は，グローバル人材としての教員の資質・能力の育成
に一定の効果があると考えられる．

これまでの国際交流では，国際理解を目的とした子
供間の交流が中心であり，教員の資質・能力の向上を
目的とした教員間の国際交流による研修は，殆ど実施
されていない．また，青年海外協力隊等の海外での教
育活動に参加できる現職教員は限られている．しかし，
グローバル人材としての教員の資質・能力は，全ての
教員に求められるものであり，少しでも多くの教員を
対象に，日本にいながら同様の経験や効果を期待でき
るプログラムの開発が求められる．そこで，本研究で
は，グローバル人材としての教員を育成するグローバ
ルレッスンスタディ（Global Lesson Study：GLS）の
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要約
　本研究では，グローバル人材としての教員を育成するために，シンガポールの小学校
と日本の小学校との共同研究によるグローバルレッスンスタディの実施に向けたプログ
ラムを作成した．また，プログラムに基づき，研究授業前の協議の段階まで，パイロッ
ト・グローバルレッスンスタディを実施した．パイロット・グローバルレッスンスタディ
の経過の考察を通して，グローバルレッスンスタディのプログラムに基づくパイロット・
グローバルレッスンスタディが，両国にとって効果的に機能することを明らかにした．
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ためのプログラムを開発することを目的とする．

２．グローバル人材とグローバルレッスンスタディの
関係

⑴　グローバル人材としての教員の定義
産学連携によるグローバル人材の育成推進会議

（2011）によると，「日本人としてのアイデンティティ
を持ちながら広い視野に立って培われる教養と専門性，
異なる言語，文化，価値を乗り越えて関係を構築する
ためのコミュニケーション能力と協調性，新しい価値
を創造する能力，次世代までも視野に入れた社会貢献
の意識などを持った人間」をグローバル人材と位置付
けている．この解釈に基づき，本研究では，教育の分
野において求められるグローバル人材としての教員を

「異文化の教員とのコミュニケーションを通して，異
文化の教育内容や方法を柔軟に理解し，日本の教育と
融合・発展させた新しい価値を，主体的・協調的に創
造することのできる教員」と定義する．

（2）グローバルレッスンスタディの定義
グローバル人材としての教員の定義における「異文

化の教員とのコミュニケーション」に関して，e-mail
や Google Hangouts 等の ICT を活用することにより，
日本にいながら外国の教員と交流することが可能であ
る．また，「異文化の教育内容や方法を柔軟に理解す
ること」に関して，授業研究をベースに，教育内容や
方法について交流することにより，通常の日本国内で
実施されている授業研究では得ることのできない教材
解釈や指導方法に関する新たな視点を得ることができ
る．これは，教育に対する異なる価値観を理解するこ
とにつながると考えられる．さらに，「日本の教育と
融合・発展させた新しい価値を，主体的・協調的に創
造する」に関して，新たな視点をもとに，日本の教育
に適応させた教材や指導方法を開発・実施し，その内
容について交流することもできる．これは，異なる価
値観を融合・発展させた新しい価値としての授業を創
造することにつながると考えられる．

このようなグローバル人材としての教員の育成につ
ながる「ICT を活用した教員間の国際交流を通して，
異なる教材解釈や指導方法を理解し，各国の教育にお
いて，融合・発展させた新しい価値としての授業を創
造する国際遠隔協同授業研究」をグローバルレッスン
スタディと定義する．

３．シンガポールとの交流

本研究グループ（鳴門教育大学・京都女子大学国際

教師教育共同研究グループ）は，2015 年より，PISA
調査や TIMSS 調査において上位をキープする教育先
進国であるシンガポールの小学校との交流をスタート
し，算数科と理科を中心にした授業観察と授業後の
研究協議を通して，シンガポールの教育と日本の教
育との比較を行ってきた（坂井武司・赤井秀行・石
坂広樹，2018）．また，NIE（National Institution of 
Education）の理科・数学科の教授及び Lesson Study
を専門とする教授との親交を深め，シンガポールと日
本の教育課題と展望について情報交換を行ってきた．
以下に，これまでの交流の概要を示す．
2015 年（7 月）
　Henry Park Primary School 訪問
2016 年（2 月）
　NIE の教授の日本の大学附属小学校訪問
2016 年（8 月）

Temasek Primary School 訪問
Montfort Junior School 訪問
Innova Primary School 訪問
Methodist Girls’ School 訪問
CHIJ Kellock Primary School 訪問
NIE の教授との協議

2016 年（12 月）
Temasek Primary School の教員団の公立小学校及
び大学附属小学校訪問

2017 年（5 月）
Montfort Junior School の教員団の公立小学校及び
大学附属小学校訪問

2017 年（8 月）
Temasek Primary School 訪問
Montfort Junior School 訪問
NIE の教授との協議

2018 年（2 月）
Temasek Primary School 訪問
Montfort Junior School 訪問
NIE の教授との協議

2018 年（8 月）
Temasek Primary School 訪問
Montfort Junior School 訪問
Keming Primary School 訪問
NIE の教授との協議
本研究でのグローバルレッスンスタディの実施にあ

たり，これまでのシンガポールとの交流の経過を考慮
し，連携相手国として，日本にとってはシンガポール
が最適であると判断した．また，グローバルレッスン
スタディの協力校として，Temasek Primary School
と Montfort Junior School を選択することが，これま
での交流を発展させることによる最も実現可能性の高

坂井武司，石坂広樹，田村和之，赤井秀行，小澤大成

16 国際教育協力研究　第 12 号



い選択であると判断した．なお，日本側のグローバル
レッスンスタディの協力校として，本研究グループの
教員との連絡調整，研究への理解と協力体制を考慮し，
本研究グループと関わりの深い鳴門教育大学附属小学
校と京都女子大学附属小学校に決定した．

４．グローバルレッスンスタディの意義

グローバルレッスンスタディは，交流する各国に
とって，それぞれのメリットがなければ成立しない．
そこで，以下に，日本とシンガポールにおけるグロー
バルレッスンスタディの意義をまとめる．

⑴　シンガポールにとっての意義
シンガポールの教育の特徴として，知識・技能の習

得させる教師中心の展開とその知識・技能を活用させ
る子供中心の展開により授業が構成されている．しか
し，日本のように，知識・技能の背景にある概念や原
理を発見する活動は，十分に行われていない．したがっ
て，日本の「主体的・対話的で深い学び」を実現する
指導方法を知ることは，シンガポールの教育にとって
メリットであると考えられる．また，シンガポール
の教員は年間約 100 時間の研修が義務付けられてお
り，各小学校において，授業研究の方法や研修のシス
テムを模索しながら，様々な授業研究が実施されてい
る．したがって，より良い授業研究を推進するために，
日本の授業研究の方法や研修のシステムについて知る
ことは，シンガポールの教員にとってメリットである
と考えられる．さらに，シンガポールでは，外国の小
学校との協働的な取り組みが，学校評価のための一つ
のポイントとなっており，その意味では，グローバル
レッスンスタディを実施すること自体が，シンガポー
ルの小学校にとってメリットであると考えられる．

⑵　日本にとっての意義
日本の教育の特徴として，各教科固有の見方・考え

方を重視し，「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けて，個人レベルでの思考・解決とそれに基づく協
働的な思考・解決の 2 段階により授業が構成されてい
る．しかし，小学校教員は全ての教科を指導しなけれ
ばならないため，「深い学び」を実現するための特定
の教科に対する専門性はあまり高くない．一方，シン
ガポールの小学校教員は教科担任制（一人 2 ～ 3 教科
を担当）であるため，特定の教科に対する専門性が高
い．また，シンガポールの小学校は能力別学級編成で
あるため，教員は，様々な能力レベルの児童に対応す
る方法を知っている．したがって，シンガポールの教
員の高い専門性に裏付けられた教材解釈や指導方法を

知ることは，日本の教員にとってメリットであると考
えられる．

さらに，日本では ICT を活用した授業の推進と各
教科の特性に応じたプログラミングの導入が求められ
ているが，シンガポールでは，既に ICT を活用した
授業が一般的であり，プログラミングに関する授業や
ヴァーチャルリアリティー等の新しい技術を取り入れ
た授業の開発が進んでいる．したがって，シンガポー
ルの先進的な授業を知ることは，日本の教育にとって
メリットであると考えられる．

⑶　グローバルレッスンスタディのイメージ
グローバルレッスンスタディの定義における「異な

る教材解釈や指導方法を理解し，各国の教育におい
て，融合・発展させた新しい価値としての授業を創造
する」ことの具体的なイメージとして，これまでのシ
ンガポールとの交流において実施してきた授業観察と
授業後の研究協議の内容を示す．なお，授業後の研究
協議は，シンガポールの小学校教員と日本の小学校教
員・大学教員で行われたものである．

シンガポールで実施された「分数の割り算」の学習
では，60 分授業（30 分× 2 コマ）の前半 20 分を使っ
て，以下の図 1 のように，図形の面積の 1/2 に色を付
ける活動とその部分に色を付けた理由の説明が行われ
た．「2 つの部分からなる複合図形の面積の 1/2 を作
るために，各部分の 1/2 を求め，足し合わせる」とい
うメソッドを理解することをねらいとしていた．

前半の残り 10 分では，図 2 のような複合図形の面
積を等しい大きさの部分に分割する問題づくりの活動
が行われた．

後半の 20 分では，図 3 のような全く図形の面積と
は関係のない日常生活の場面の文章問題が提示され，
図 4・図 5 のようなバーモデルを用いた問題解決の活
動とモデルを用いた解説が行われた．しかし，複合図
形の面積の等分とバーモデルにおける等分が関係付け
られることはなかった．なお，図 5 のバーモデルに示
された「4u」は「4units」の意味である．

図 1　複合図形の面積の等分
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後半の残り 10 分は，図 3 の問題の条件（斜体・ゴシッ
ク体表記の文）を変更した図 6 のような適用問題の解
決活動が行われた．

導入で用いた図形の面積とは関係のない日常生活の
場面の文章問題を，1 時間の授業の中で提示すること
は，日本の算数教育では殆ど見られない．しかし，複

合図形の面積の等分と問題解決のためのバーモデルに
おける等分は，分数に関する基本概念と分数の視覚的
把握という意味では共通している．そのため，このよ
うな教材は，図の理解を促進し，図を用いた「主体的・
対話的な学び」につながるものであり，異なる表現間
の関係づけに基づく「深い学び」を実現するために必
要であると考えられる．

また，「複合図形の面積の 1/2 を作るために，各
部分の 1/2 を求め，足し合わせる」というメソッド
を，異なる場面へ適用することにより，ストラテジー
に高めることをねらいとしていると考えられる．算数
科におけるストラテジーは，数学的な見方・考え方と
共通する部分が多い（坂井武司・赤井秀行・石坂広樹，
2018）．このような教材は，数学的な見方・考え方を
汎用的なものとするためにも有効であると考えられる．

このような日本の教育とは異なるシンガポールの教
材解釈や指導方法に対して，日本の教員が，その価値
を理解することは，グローバルレッスンスタディの定
義における「異なる教材解釈や指導方法を理解する」
ことを意味すると考えられる．

しかし，上記のシンガポールの授業では，図 7 のよ
うに，子供たちが，複合図形の面積を等分した図と文
章問題を解決するためのバーモデルを関係付ける学習
過程は設定されていない．そのため，子供たちにとっ

図 3　日常生活の場面の文章問題

図 2　面積の等分に関する問題づくり

John spent 2/3 of his money on a soccer ball 
and Mary spent 3/4 of her money on a scarf. 
In the end John had $15 more than Mary. 
How much did each of them have at first? 

図 4　バーモデルによる問題解決

図 5　バーモデルを用いた解説

John spent 2/3 of his money on a soccer ball 
and Mary spent 3/4 of her money on a scarf. 
In the end John had $15 more than Mary. 
How much did each of them have at first? 

図 6　条件変更による適用問題

図 7　複合図形とバーモデルの関係
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て，複合図形の面積を等分する問題と日常生活の場面
の文章問題は，異なる問題と理解されており，図のつ
ながりへの意識はなく，それぞれの問題を解決するた
めのメソッドを用いて解決しているだけのようであっ
た．また，子供が主体的に自力解決をする場面は設定
されているが，全体的に教師主導型の授業展開になっ
ており，協働的な学びあいの場面は設定されていない．

そこで，日本の教員が，協働的な学び合いの場面に
おいて，図形の面積を等分した図とバーモデル（日本
ではテープ図または線分図）を関係付けた深い学びに
つながる授業を設計することは，グローバルレッスン
スタディの定義における「各国の教育において，融合・
発展させた新しい価値としての授業を創造する」こと
を意味すると考えられる．

５．プログラムの設計

グローバルレッスンスタディでは，相手国の教育の
内容や方法を理解し，自国の教育と比較・検討する過
程が重要であるため，ある程度の研究協議の期間や回
数が必要である．また，研究授業の事前と事後に協議
を実施するが，協議する内容や ICT を活用した交流
方法も検討しておく必要がある．さらに，研究授業を
撮影した動画の視聴により授業観察を行うため，撮影
する内容と共有する方法が重要である．シンガポール
の教員は日本語が全く分からず，日本の教員も英語が
堪能な方ばかりではないため，日本語と英語の相互翻
訳についても，考慮する必要がある．そこで，グロー
バルレッスンスタディのプログラムを設計するにあた
り，本研究グループの大学教員 4 名と公立小学校教員
1 名により，実施内容・方法・時期について検討・協
議を行い，表 1 に示す「プログラムの各段階の内容・
配慮事項」を盛り込んだ暫定プログラムを作成した．

表 1　プログラムの各段階の内容・配慮事項

【GLS のスタートアップの内容・方法】
・隔年で交代するホスト校とゲスト校を決め，ホスト校は，

グローバルレッスンスタディのおおよその日程について，

e-mail によりゲスト校に提案する．（1-1）

・ホスト校は，グローバルレッスンスタディのテーマの設定

と実施する教科・学年・単元・授業の選択を行い，e-mail

によりゲスト校に提案する．（1-2）

・グローバルレッスンスタディの日程調整，テーマの設定，

研究授業の教科・学年・単元・授業の選択に約 1 ヶ月の期

間をとり，必要に応じて，数回の意見交換を行う．（1-3）

・必要に応じて，大学教員が日本語と英語の相互翻訳を行う．

（1-4）

【研究授業前の協議の内容・方法・期間】
・教材観・児童観・指導観についての協議と授業展開につい

ての協議の 2 段階に分けて実施する．（2-1）
・協議の資料となる学習指導案等は，ホスト校が準備し，

e-mail によりゲスト校に提案する．（2-2）
・ゲスト校は資料の内容について，自国の教育との比較・

検討を行い，コメントシートにまとめ，e-mail または
Google Hangouts により返答する．（2-3）

・準備も含め，各段階に約 1 ヶ月の期間をとり，必要に応じ
て，数回の意見交換を行う．（2-4）

・ホスト校は，最終的に確定した内容を学習指導案にまとめ，
ゲスト校と共有する．（2-5）

・必要に応じて，大学教員が日本語と英語の相互翻訳を行う．
（2-6）

【研究授業の撮影・参観の内容・方法】
・ホスト校は，2 台のカメラにより，研究授業の全体的な撮

影と児童のノート記述や活動の様子にズームした撮影を
行う．（3-1）

・撮影した動画をクラウドストレージにアップロードすると
ともに，研究授業の参観の視点リストを e-mail により提
示する．（3-2）

・ゲスト校は，動画をダウンロードし，研究授業を視聴する．
（3-3）

・ゲスト校は，視点リストにしたがい，授業の分析を行い，
コメントシートにまとめ，e-mail により返答する．（3-4）

・英語の動画の視聴にあたり，必要に応じて，大学教員が日
本語への同時通訳を行う．また，日本語の動画については，
大学教員が英語のテロップを作成する．（3-5）

・研究授業の視聴と授業の分析に 1 ヶ月の期間をとり，必要
に応じて，内容の確認や質問のために，数回の意見交換を
行う．（3-6）

・必要に応じて，大学教員が日本語と英語の相互翻訳を行う．
（3-7）

【研究授業後の協議の内容・方法・期間】
・ホスト校は，ゲスト校からのコメントシートを読み，協

議のポイントを設定し，e-mail によりゲスト校に提案する．
（4-1）

・協議のポイントにしたがい，Google Hangouts により協議
を行う．（4-2）

・必要に応じて，大学教員が日本語への同時通訳を行う．
（4-3）

・ホスト校は，研究授業における成果と課題についてまとめ，
ゲスト校と共有する．（4-4）

・必要に応じて，大学教員が日本語と英語の相互翻訳を行う．
（4-5）

【GLS のクロージングの内容・方法】
・ホスト校とゲスト校のそれぞれにおいて，GLS の成果と

課題について振り返り，コメントシートにまとめ，e-mail
により共有する．（5-1）

 ・ホスト校は，最終的に確定した成果と課題についてまとめ，
ゲスト校と共有する．（5-2）

・まとめの共有及びグローバルレッスンスタディのシステム
の修正・変更に約 1 ヶ月の期間をとり，必要に応じて，数
回の意見交換を行う．（5-3）

・必要に応じて，大学教員が日本語と英語の相互翻訳を行う．
（5-4）
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この暫定プログラムについて，グローバルレッス
ンスタディの協力校であるシンガポールの Temasek 
Primary School と Montfort Junior School の校長・理
科主任・算数主任及び鳴門教育大学附属小学校の校長・
教務主任に検討を依頼した結果，日本とは異なる授業
期間であるシンガポールの小学校から実施時期の変更
依頼があったため修正を行った．実施内容・方法につ
いては，特に変更の依頼はなかった．表 2 に修正した
プログラムを示す．なお，プログラムの各項目の説明
として，上述の「プログラムの各段階の内容・配慮事
項」の番号を付記する．

月 ホスト校 ゲスト校
4 前

後 GLS の日程調整（1-1･1-3･1-4）

5 前 教科・学年・単元・授業
を選択・提案（1-2･1-3･1-4）

後 第 1 回会議の準備
（2-1･2-2）

6 前 第 1 回会議：e-mail または Google Hangouts による
教材観・児童観・指導観についての協議（2-3･2-4･2-6）

後 第 2 回会議の準備
（2-1･2-2）

7 前 第 2 回会議：e-mail また
は Google Hangouts によ
る授業展開についての協
議（2-3･2-4･2-6）

後 協議内容のまとめ・研究
授業の準備（2-5･2-6）8 前

後 研究授業の実施・動画の
アップロード（3-1･3-2）9 前

後 視点リストの作成・授業
の分析（3-2･3-6･3-7）

動画の視聴・研究授業の
分析（3-3･3-4･3-5･3-6･3-7）10 前

後 第 3 回会議：Google Hangouts による研究授業に関
する協議（4-1･4-2･4-3）

11 前 協議内容のまとめ
（4-4･4-5）

後
12 前 第 4 回会議の準備（5-1）

後
1 前

後 第 4 回会議：e-mail による GLS の成果と課題に関す
る協議（5-1･5-4）

2 前 協議内容のまとめ
（5-2･5-3･5-4）

後 GLS のシステムの修正・変更（5-3）

６. パイロット・グローバルレッスンスタディ

グローバルレッスンスタディのためのプログラムを
開発するにあたり，表 2 の GLS プログラムにしたが

い，Temasek Primary School をホスト校，鳴門教育
大学附属小学校をゲスト校として，パイロット・グロー
バルレッスンスタディを実施した．以下に，現段階で
実施済みのスタートアップ及び研究授業前の協議に関
するパイロット・グローバルレッスンスタディの概要
を示す．今後は，Temasek Primary School と鳴門教
育大学附属小学校，Montfort Junior School と京都女
子大学附属小学校とのパートナーシップのもとで，グ
ローバルレッスンスタディを実施する予定である．

⑴　スタートアップの概要
Temasek Primary School から，「ヴァーチャルリ

アリティー（VR）を用いた実践的学習」をテーマに，
第 5 学年の「植物の繁殖」の単元でグローバルレッス
ンスタディを実施したいとの提案があった．日本の
理科教育においても，同様の単元が扱われているた
め，グローバルレッスンスタディを実施する単元とし
て問題はない．しかし，ヴァーチャルリアリティーを
用いた教育は，日本では実験的に実施されているもの
の，まだまだ未開発な領域である．そのため，日本の
教員にとって，グローバルレッスンスタディの定義に
おける「異なる教材解釈や指導方法を理解する」こと
につながると考えられる．なお，Temasek Primary 
School から，今回のテーマの趣旨について，次のよ
うな説明があった．

直接体験を通して学習する実践的学習は，児童にとって
興味を持たせるだけではなく，認知的にも有効であると考
えられる．現在，本物に近い環境をシミュレートすること
によって，仮想現実（VR）を使用した実践的学習を行うこ
とが可能となっている．VR を教育経験に取り入れることは，
学習者にとってトピックのより深い理解や学習の機会を与
えることになる．児童は以前には経験することができなかっ
たことを，教室にいながらにして経験することが可能とな
り，教科内容を理解して，応用することができるようになる．

⑵　研究授業前の協議（第 1段階）の概要
研究授業前の協議の第 1 段階として，ホスト校であ

る Temasek Primary School から，教材観・児童観・
指導観に関連して，次のような「学習の基礎と教育的
なアプローチ・手法・技術」についての説明があった．

教室にいながら，児童は庭園の中を散策し，たくさんの
植物を調査して様々な植物の繁殖方法について学習する．
拡大したものを見ることにより，児童は意識的に開花植物
の繁殖過程について時間をかけて理解することができる．

仮想現実（VR）は事前に決められた手順ではなく，相互
作用に基づいた現実の複雑さを再現することができるため，
本物を見る場合と同じ学習環境の特徴を持っており，その
内容から正しい知識を構築することができる．

児童は教師から一方的に知識を受け取るのではなく，環
境を通して，世界に関する自分の解釈を作り出していく．「開
花植物の繁殖」を学習するために VR テクノロジーを使用
する理由は，児童の調べたいという興味，受粉についてもっ
と知りたい，学んだことを確かめたいという気持ちを引き

表 2　GLSプログラム

坂井武司，石坂広樹，田村和之，赤井秀行，小澤大成
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出すためである．児童に多様な現実世界で応用できる知識
を得る機会を与えることができる．

Singapore Teaching Practice（STP）によると，学習者の
経験（関与）は，学習と成果に重要となる「学びたいとい
う動機」に影響する．児童は学習活動に注目し，動機付け
られ，興味を持ち，参加した時が「関与」している時である．
仮想現実の経験を通して，児童一人一人が関与した学習者
となることを望んでいる．そうすることにより，児童が学
習の意味を見つけ，動機付けられ，挑戦され，自分たちの
学習の主体となっていく．

シンガポールの教育は，「シンガポール教育カリキュ
ラム理念」，「教育実践」，「教科の内容とゴールの理解」，

「児童と学習の理解」，「教育の理解」の 5 項目からな
るモデルを背景とした教育理念（STP）に基づいてい
る．日本の教員が，このような教育理念を理解するこ
とは，グローバルレッスンスタディの定義における「異
なる教材解釈や指導方法を理解する」ことに役立つと
ともに，教育理念の違いを分かった上で，日本の教育
において「融合・発展させた新しい価値としての授業
を創造する」際にも重要となると考えられる．

このような説明の提示に対して，ゲスト校である鳴
門教育大学附属小学校は，次のような内容のコメント
を返答している．

子どもが見つけたことをもとに話し合い，認識を深めて
いく授業の考え方は，おおむね日本の小学校と似ている．
【質問 1】
日本の小学校の場合，毎年，何かの植物を栽培したり生

き物を飼育したりして長期的に観察を続けるが，仮想現実
の世界で，時間を早めたり拡大したりするなどの操作をし
ながら，交配の様子などを観察することが有効であると考
えて VR を使用するのか．利点は多くあると思うが，欠点
もあるのか．それをどう補うのか．
【質問 2】
VR を使って仮想現実の世界で学ぶときに，友達との関わ

りは可能か．VR を外した後の交流になるか．実際の植物観
察であれば，友達と「ここを見て」などと言い合いながら
観察できる．VR の場合も教員の「ここを見ましょう」の合
図以外に子どもたち同士の関わりができるとよいのではな
いだろうか．

このコメントを通して，日本の教育における長期的
な栽培・観察を通した学びとシンガポールの教育にお
ける VR という仮想現実を通した学びの違いを比較す
ることにより，VR を用いた教育のねらいを明確にし
ようとしていると考えられる．このような問いは，グ
ローバルレッスンスタディの定義における「異なる教
材解釈や指導方法を理解する」ための問いであると考
えられる．また，VR を用いる場合の子供の関わり合
いについて確認することにより，対話を通した協働
的な学びの可能性を探ろうとしていると考えられる．
VR を日本の教育に導入する場合，対話を通した協働
的な学びにつながるかどうかは重要なポイントである．

このような問いは，日本の教育において「融合・発展
させた新しい価値としての授業を創造する」ための問
いであると考えられる．

ゲスト校からのコメントに対して，ホスト校から，
次のような説明の返答があった．

【質問 1 に対する回答】
シンガポールは常夏のため，日本のように四季という考

え方がない．そのため，長期的に栽培・観察を行っていない．
VR を使うことにより，時間の早送りや巻き戻しができる

ため，じっくりと深い学びをすることができる．また，児
童は自分のペースで自分の見たいところを拡大して観察す
ることができる．先生も学習するべき植物の部分を拡大し
て児童に見せることができ，児童が行けない場所にある花
を見せることができる．

VR の授業中，児童は確かに実際の花を触ることができな
いが，それでも先生が授業のまとめの時や児童を評価する
ときに，本物の花の映像を児童に見せることができる．

【質問 2 に対する回答】
児童が VR シミュレーションを見るのは一人一回 10 分程

度だけである．その後はすぐにワークシートやGoogleフォー
ム（オンラインワークシート）を使用したグループワーク
に取り掛かることができる．VR 使用中はお互いの会話はで
きないが，VR 使用中は映像を見て学習に集中している．

シンガポールには四季がないため，日本とは異なる
教材の解釈が必要である．また，VR の使用に関して，
対話を通した協働的な学びを重視しているが，個の学
びを重視するシンガポールの教育の傾向が伺える．こ
れは，「資源を持たないシンガポールにとって，国際
競争に勝つための資源は人材である」というメリトク
ラシーが反映されていると考えられる．このようなこ
とへの気づきは，シンガポールの地理的・文化的背景
から，グローバルレッスンスタディの定義における「異
なる教材解釈や指導方法を理解する」ことにつながる
と考えられる．

⑶　研究授業前の協議（第 2段階）の概要
研究授業前の協議の第 2 段階として，ホスト校であ

る Temasek Primary School から，授業の目標・展開

について，表 3 に示す概要と資料 1 ～資料 3 に示す学
習指導案による詳細な説明があった．

【学習目標】
・開花植物の繁殖の仕組みを理解する．
・植物の様々な繁殖方法について調査して分かったことを伝

える．
・身の回りの動植物にもっと知ろうと興味を示す．

【授業展開（第 1 時）】
①評価の指標
・花を咲かせる植物と花を咲かせない植物では，繁殖方法が

違うことを理解できる．
・植物の繁殖方法を分類できる．

表 3　授業の目標・展開に関する概要
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②授業の流れ
・児童が Hort Park（シンガポール植物園内にある一区画の

名称）の仮想庭園に咲いている様々な花や果実・花の咲か
ない植物を観察する．

・児童に花や果実・胞子嚢に注目させる．
・児童に花を咲かせる植物と咲かせない植物の違いについて

注目させる．
③フォローアップ
・グループで花を咲かせる植物と花を咲かせない植物の違い

について話し合いをさせる．
・観察した植物がどのように繁殖するかを「What do I see?
（観察結果）」のワークシートの中で 2 グループに分類させ
る．

【授業展開（第 2 時）】
①評価の指標
・花の各部位の名前を言うことができる．
・花を咲かせる植物と咲かせない植物では繁殖の方法が違う

ことを理解する．
・花の各部位の機能を説明できる．
②授業の流れ
・児童が Hort Park の仮想庭園の中で本物の花の様々な部

位を観察する．
・児童に花の各部位の拡大画像を見せ，各部位の機能を学習

させる．
・児童に子房と胚珠を観察させる．
③フォローアップ
・児童に花の各部位に（正しい）名前をつけさせる．
・MTV（Making Thinking Visible）手法の「見る，考える，

疑問に思う」を使用してグループで観察した結果を話し合
う．

【授業展開（第 3 時）】
①評価の指標
・受粉，受精（種子生産），種子散布，発芽の過程を説明す

ることができる．
・花のどの部位が上記の過程に関係するか分かる．
②授業の流れ
・受粉，受精（種子生産），種子散布，発芽の各過程に 2 グルー

プを指名する．
・Hort Park の仮想庭園と校内の花壇にある違う花々を使用

して，特に，動物・風・水・破裂等の種子散布の方法が違
う種類の果実を使って，児童に様々な過程（受粉，受精（種
子生産），種子散布，発芽）を観察させる．

・各グループに指名した過程について詳細に調べさせる．

このような説明の提示に対して，ゲスト校である鳴
門教育大学附属小学校は，次のような内容のコメント
を返答している．

VR で見て分けるのはおもしろいし，日本でも実物や写真
等を使ってよく行う方法だと思う．

たくさんの植物を見て，子どもは「花が咲く・咲かない」
という視点で分類するのだろうか．

日本の子どもの場合，3 年生のときに種の形などで分類し
た経験を生かして，「葉の形は丸い－細い」などで分類する
だろう．実際の姿がそうであった．

「花が咲く・咲かない」という分類は，授業のねら
いに直結する活動であるにも関わらず，児童の思考過

程に合致していないという指摘である．この指摘を通
して，シンガポールの教員の児童の思考過程に対する
認識と想定される児童の反応に対する支援を明確にし
ようとしていると考えられる．VR による観察を通し
て植物を分類させる活動を日本の教育に導入する場合，
主体的に既習の経験や内容を活用した学びにつながる
かどうかは重要なポイントである．このような指摘は，
日本の教育において「融合・発展させた新しい価値と
しての授業を創造する」ための指摘であると考えられ
る．

以上の協議を踏まえ，最終的に確定した内容が学習
指導案にまとめられ，ホスト校とゲスト校の間で共有
された．

⑷　パイロット・グローバルレッスンスタディの経過
の考察
研究授業前の協議の各段階において，日本の教員は，

VR という仮想現実を通した学びを理解し，その実現
に向けた適切な指導方法を探ろうとしている．これ
は，グローバルレッスンスタディの定義における「異
なる教材解釈や指導方法を理解する」ことや「融合・
発展させた新しい価値としての授業を創造する」こと
につながる姿であると考えられる．このような経験
は，通常の授業研究では成し得ないことであり，日本
の教育にとって，グルーバルレッスンスタディは十分
なメリットがあると考えられる．また，シンガポール
の教員は，VR を用いた学びの手立てについて，新た
な視点を得ることができており，シンガポールの教育
にとっても，グルーバルレッスンスタディは十分なメ
リットがあると考えられる．したがって現段階までに
実施されたパイロット・グローバルレッスンスタディ
は，両国にとって効果的に機能しており，グローバル
レッスンスタディのプログラムにしたがって順調に進
んでいると考えられる．

７．おわりに

本研究を通して，研究授業前の協議の段階までは，
グローバルレッスンスタディのプログラムにしたがい，
パイロット・グローバルレッスンスタディが，両国に
とって効果的に機能することを明らかにした．このよ
うなグローバルレッスンスタディの効果は，教師の教
科指導能力の向上につながると考えられる．

今後の課題として，今回作成した学習指導案に基づ
く研究授業の実施・動画による授業観察・研究授業後
の協議を行い，以下の 2 点について明らかにする必要
がある．
①グローバルレッスンスタディのプログラムにした
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がったパイロット・グローバルレッスンスタディの
成果と課題

②グローバルレッスンスタディと教師の教科指導能力
の向上の関係
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資料 1 　学習指導案（第 1時）

指導者：ズール先生 第 5 学年 B クラス 11：30 － 12：30 授業テーマ：植物の繁殖

2018 年 8 月 15 日 Subject: Science（理科）

児童について（背景と現状）
＊上記は書式の一部で学校側から特に記入はない．

（教具，教材）

学習のねらい（授業の終わりには児童が何を学んでいるべきか？）
児童は：

・身の回りを探索して植物を花の咲くものと咲かないものに分ける

ことができる．（ねらい 1）

・植物が種か胞子のどちらで繁殖か調べることができる．（ねらい2）

・花の各部分を区別することができる．（ねらい 3）

・花の雌しべと雄しべを区別することができる．（ねらい 3）

評価基準（知識を習得したと判断するもの：
児童がどのようなことや活動を実際に実践
できるようになるべきか？）
１．  植物を花を咲くものと咲かないものに

分けることができる．

２．  植物がどのように種や胞子で繁殖する

か正しく説明することができる．

３．  生き物は種の存続のために繁殖するこ

とを説明することができる．

ねらい 1・
2/

評価基準
1・2

活動・手順・時間配分

・ヘッドセットの部品，

VR ヘッドセットの使

い方を復習する．（既

習事項）

・ねらいを決める（仮想

庭園に行き，児童が探

索する道程を決定す

る）．

・児童が VR の中で周囲

を探索する．

・グループ活動でワーク

シートにどの植物が花

を咲かせるか，咲かせ

ないかを分類する．

・ワークシートに回答を

記入する．

キークエスチョン（学習を
進めるために何を質問する
か？）
・花をどのように分類します

か？

・どうして開花植物だとわか

りますか？

・花のどのような特徴が花を

分類するのに役立ちます

か？

評価とフィードバック（どのように児童が
学習したと判断しますか？ 児童は自分が
学んだかどうか，どのように判断します
か？）

・児童は様々な繁殖方法について発表する

ことができ，開花植物と非開花植物を正

しく分類することができる．

ねらい 3/

評価
基準 3

・児童がハイビスカスの

花を観察して各部位を

識別する．

・児童がおしべとめしべ

を区別した証拠を提示

する．

・花の各部分を分類することができる．
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資料 2　学習指導案（第 2時）

指導者：ズール先生 第 5 学年 B クラス 8：00 － 9：00 授業テーマ：植物の繁殖

2018 年 8 月 16 日 Subject: Science（理科）

児童について（背景と現状）
＊上記は書式の一部で学校側から特に記入はない．

（教具，教材）

学習のねらい
・受粉とは花粉の粒が花のやく（葯）から柱頭へ移動することだと

理解する．（ねらい 1）
・受精に関する過程を説明することができる．（ねらい 2）
・受精後に何が起こるか説明することができる．（ねらい 3）

評価基準（知識を習得したと判断するもの）
＊上記は書式の一部で学校側から特に記入

はない．

ねらい 1/

評価基準
1

活動・手順・時間配分

・児童を仮想庭園の散策
に連れて行き，花を観
察してクイズに回答さ
せる．

・様々な受粉方法（動物
による受粉や風による
受粉）を調べ，それぞ
れの受粉方法の特徴を
理解する．

キークエスチョン
仮想庭園でのクイズの例

Google フォームを使ってグ
ループで見つけたことについ
て話し合う．
・受粉とは何でしょう？
・２つの写真を見て次の質問

に答えなさい．（選択式と
自由記述回答）

・受粉方法について選択しな
さい．なぜそのように考え
ましたか？

評価とフィードバック

・児童が様々な花の受粉方法を識別するこ
とができる．

・児童が鳥や虫などの受粉媒介者を引き寄
せる特徴や，風による受粉方法を識別す
ることができる．

・児童が受粉とは花粉の粒が花の葯から柱
頭へ移動することだと説明することがで
きる．

ね ら い
2･3/評価
基準 2･3

・児童にビデオ（動画）
を見せ，受粉の過程や
受粉の後に何が起こる
かを理解させる．

・児童が花粉の粒が柱頭
に付着した時から受精
が起こるまで，そして
果実が実るまでを説明
する．

・受粉した後はどうなると思
いますか？

・受精のプロセスを正しく説明することが
できる．

問：すべての花に同じ部位がありますか？
答：全ての花が同じ部位を持っているわけではない．一部の花は雄花と雌花

に分かれており，一部では一つの花に雄しべと雌しべの両方がある．
問：すべての花は明るくてカラフルですか？
答：全ての花が明るくてカラフルなわけではない．一部の花は目立たない色

をしている．
問：花の近くで動物が見つかりますか？
答：花の蜜を吸う鳥や虫が花の近くで見つかります．
問：これらの動物の行動は植物にとって助けとなりますか？
答：動物の受粉媒介者は花の蜜を吸うときに，花の男性部分（葯）から女性

部分（柱頭）に花粉を移動させるのを手助けする．
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資料 3　学習指導案（第 3時）

指導者：ズール先生 第 5 学年 B クラス 11：00 － 12：00 授業テーマ：植物の繁殖

2018 年 8 月 16 日 Subject: Science（理科）

児童について（背景と現状）
＊上記は書式の一部で学校側から特に記入はない．

（教具，教材）

学習のねらい
・児童が植物による果実や種子の散布方法を理解する．

（ねらい 1）

評価基準（知識を習得したと判断するもの）
＊上記は書式の一部で学校側から特に記入

はない．

ねらい 1/

評価基準
1

活動・手順・時間配分
・児童を仮想庭園の散策

に連れて行き，花を観
察してクイズに回答さ
せる．

・仮想庭園を散策してい
るときに児童に果実や
種子の特徴を簡単に教
える．

・様々な植物の（種子）
散布方法について見取
り図を児童にみせる．

キークエスチョン
仮想庭園でのクイズの例
問： 果実や種子はどのような

方法で散布されますか？
答： 種子は動物・風・水によっ

て散布されたり，弾ける
ことで自分の力で散布す
る．

Google フォームを使ってグ
ループで見つけたことについ
て話し合う．
・２つの写真を見て次の質問

に答えなさい．（選択式と
自由記述回答）

・受粉方法について選択しな
さい．なぜそのように考え
ましたか？

・それぞれの花はどのように
種子を散布すると思います
か？なぜそのように考えま
したか？

評価とフィードバック
・様々な果実と種子の散布方法を識別でき

る．
・それぞれの散布方法を持つ果実や種子の

特徴を識別できる．
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